
 

2020年 冬号 

 URL：http://www.karashi.net/ 

  

「予定通り」が崩れ去る時 

 

あなたがたはむしろ、「主のみこころであれば、私たちは生きて、このこと、あるいは、

あのことをしよう」と言うべきです。（ヤコブ 4:15） 

世界中に広がった「新型コロナ」パンデミックは私たちの健康だけでなく、世界の経済・

政治などにも甚大な影響を与えています。このような状況を一年前に誰が予測したことで

しょうか。時間と労力をかけて綿密に作り上げた一年前の計画の殆どが水泡に帰した経験

をお持ちの方々が多いのではないでしょうか。 

時として几帳面な性格が顔をのぞかせることもある私自身、限界ある自分の頭脳で作り

上げた計画を神が祝福してくださるようにと祈るという愚かさを何度繰り返してきたこと

でしょう。自分が「消えてしまう霧」のような存在でしかないこと、物事は自分の思い通り

にコントロールできないことを忘れてしまう自分の傲慢さを悔い改めさせられ続けてきま

した。 

これまでの自分の人生を振り返ってみると、予定通りに進んだことのほうが少なく、予想

もしなかった多くの祝福をいただいてきたという実感があります。私を創り、私の人生に計

画を持っておられる「愛のお方」が、私の人生に介入し続けてくださったとしか説明できま

せん。FVI 創立以来、毎月三日間を「祈りのリトリート」として聖別してきましたが、この

お方の声をいつも聴き、このお方を信頼して歩むことの大切さを日々教えられています、 

「心を尽くして主に拠り頼め。自分の悟りに頼るな。あなたの行く道すべてにおいて、主

を知れ。主があなたの進む道をまっすぐにされる。自分を知恵のある者と考えるな。主を恐

れ、悪から遠ざかれ。」（箴言 3:5～7） 

  「声なき者の友」の輪  神田英輔 
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